
同
法
は
制
定
後
も
数
次
に
わ
た
る
改
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
を
取
り
巻
く
状
況
は
日
々
変
遷
し
、
そ
れ

ら
に
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止
、
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、
感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
並
び
に
研
究
の
推
進
、
医
薬
品
の

研
究
開
発
、
病
原
体
等
の
検
査
体
制
の
確
立
、
人
材
養
成
、
啓
発
や
知
識
の
普
及
、
特
定
病
原
体
等
を
適
正
に
取

り
扱
う
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
国
と
地
方
公
共
団
体
、地
方
公
共
団
体
相
互
の
連
携
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

海
外
の
国
際
機
関
等
と
の
連
携
を
通
じ
た
国
際
協
力
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
法
は
制
定
後
も
数
次
に
わ
た
る
改
正
を
行
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
を
取
り
巻
く
状
況
は
日
々
変
遷
し
、
そ
れ

ら
に
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止
、
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、
感
染
症
及
び
病
原
体
等
に
関
す
る
調
査
並
び
に
研
究
の
推
進
、
医
薬
品
の

研
究
開
発
、
病
原
体
等
の
検
査
体
制
の
確
立
、
人
材
養
成
、
啓
発
や
知
識
の
普
及
、
特
定
病
原
体
等
を
適
正
に
取

り
扱
う
体
制
の
確
保
と
と
も
に
、
国
と
地
方
公
共
団
体
、地
方
公
共
団
体
相
互
の
連
携
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

海
外
の
国
際
機
関
等
と
の
連
携
を
通
じ
た
国
際
協
力
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
指
針
は
、
感
染
症
の
予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
、
本
指
針
、
本
指
針
に

即
し
て
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
並
び
に
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と

い
う
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
策
定
す
る
予
防
計
画
、
厚
生
労
働
大
臣
が
策
定
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
、

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
策
定
す
る
基
本
指
針
、医
療
法（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療
構
想
及
び
医
療
計
画
並
び
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。）に
基

づ
き
都
道
府
県
知
事
が
作
成
す
る
都
道
府
県
行
動
計
画
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
作
成
す
る
市
町
村
行
動
計

画
が
そ
れ
ぞ
れ
整
合
性
が
取
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
も
っ
て
、
感
染
症
対
策
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
感
染
症
の
予
防
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
、
本
指
針
、
本
指
針
に

即
し
て
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
並
び
に
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
（
以
下
「
保
健
所
設
置
市
等
」
と

い
う
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
策
定
す
る
予
防
計
画
、
厚
生
労
働
大
臣
が
策
定
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
、

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
策
定
す
る
基
本
指
針
、医
療
法（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
策
定
す
る
医
療
計
画
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事

が
作
成
す
る
都
道
府
県
行
動
計
画
及
び
保
健
所
設
置
市
等
の
長
が
作
成
す
る
市
町
村
行
動
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
整
合

性
が
取
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
、
も
っ
て
、
感
染
症
対
策
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
施
行
後
の
状
況
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
法
第

九
条
第
三
項
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
及
び
第
九
の
体
制
の
確
保
に
係

る
目
標
を
踏
ま
え
、
本
指
針
に
お
け
る
第
五
、
第
六
、
第
十
、
第
十
一
、
第
十
三
、
第
十
五
、
第
十
六
及
び
第
十

八
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
、
第
七
か
ら
第
九
ま
で
、
第
十

二
、
第
十
四
、
第
十
七
及
び
第
十
九
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
六
年
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
再
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
施
行
後
の
状
況
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
法
第

九
条
第
三
項
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
及
び
第
九
の
体
制
の
確
保
に
係

る
目
標
を
踏
ま
え
、
本
指
針
に
お
け
る
第
五
、
第
六
、
第
十
、
第
十
一
、
第
十
三
、
第
十
五
、
第
十
六
及
び
第
十

八
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
、
第
七
か
ら
第
九
ま
で
、
第
十

二
、
第
十
四
、
第
十
七
及
び
第
十
九
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
六
年
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
再
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

第
六

感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

第
六

感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
関
す
る
事
項

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

都
道
府
県
に
お
け
る
感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制

三

都
道
府
県
に
お
け
る
感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
、
管
内
の
二
次
医
療
圏
（
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号

に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
原
則
と
し
て
一
箇
所
指
定
し
、
当
該
指
定
に
係
る
病
床

の
数
は
、
当
該
二
次
医
療
圏
の
人
口
を
勘
案
し
て
必
要
と
認
め
る
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
理
的
条
件
、

社
会
的
条
件
、
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
、
一
つ
の
病
院
に
複
数
の
二
次
医
療
圏
の
区
域
内
の
二
類
感
染
症

又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
入
院
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
病
床
が
当
該
複
数
の
二
次
医
療
圏
の
区
域
内
の
人
口
を
勘
案
し
て
必
要

と
認
め
る
病
床
数
の
総
和
以
上
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
病
院
に
つ
い
て
、
当
該
複
数
の
二
次
医
療

圏
の
区
域
内
の
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
入
院
を
担
当
さ
せ
る
第
二

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
を
、
管
内
の
二
次
医
療
圏
（
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
四
号

に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）ご
と
に
原
則
と
し
て
一
箇
所
指
定
し
、
当
該
指
定
に
係
る
病
床

の
数
は
、
当
該
二
次
医
療
圏
の
人
口
を
勘
案
し
て
必
要
と
認
め
る
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
理
的
条
件
、

社
会
的
条
件
、
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
、
一
つ
の
病
院
に
複
数
の
二
次
医
療
圏
の
区
域
内
の
二
類
感
染
症

又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
入
院
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
病
床
が
当
該
複
数
の
二
次
医
療
圏
の
区
域
内
の
人
口
を
勘
案
し
て
必
要

と
認
め
る
病
床
数
の
総
和
以
上
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
病
院
に
つ
い
て
、
当
該
複
数
の
二
次
医
療

圏
の
区
域
内
の
二
類
感
染
症
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
の
入
院
を
担
当
さ
せ
る
第
二

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
〜
12

（
略
）

４
〜
12

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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